
ズ
バ
リ
、
町
政
を
問
う
！

質
一
問
般

　
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
の
施
策
等

に
つ
い
て
町
執
行
部
と
議
論
を
交
わ
し
た
。

　
本
年
７
月
24
日
正
午
で
ア
ナ

ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
。
町
内

全
域
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波

は
届
く
の
か
。
ま
た
、
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
無
償
給
付
対
象
者

の
実
態
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

Ｑ

　
平
成
21
年
度
の
町
債
が
、
一
般
会

計
は
65
・
4
億
円
、
特
別
会
計
で
は

63・9
億
円
。
将
来
的
に
返
済
可
能
か
。

　
ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
年
々

増
加
し
て
い
る
。
町
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
可
能
性
は
。

Ｑ

Ａ

Ａ

藤本議員

渡議員

　
町
内
に
は
地
デ
ジ
難
視
聴
エ

リ
ア
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
町
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
免
除
世
帯
数
が
約
２
１
０

世
帯
あ
り
、
１
月
末
の
時
点
で

１
０
９
世
帯
が
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
申
し
込
ん
で
い
る
。

　
国
か
ら
は
、
相
談
窓
口
に
つ

な
が
る
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
電
話
を

６
〜
８
月
に
役
場
に
設
け
た
い

と
申
し
出
が
あ
っ
た
。
町
と
し

て
積
極
的
に
協
力
し
た
い
。
さ

ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
る
普
及
協
力
依
頼
も
あ
り
、

民
生
委
員
な
ど
の
方
々
に
も
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
昨
年
、
中
国
財
務
局
に
よ
る
財

政
状
況
の
確
認
が
あ
っ
た
。

　
債
務
の
水
準
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
く
、
身
の
丈
に
合
っ
た
概
ね

適
正
な
債
務
で
あ
る
と
し
て
問
題

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ

い
て
は
、
地
方
財
政
法
で
明
確
に

記
述
さ
れ
て
お
り
、
町
の
負
担
と

な
ら
な
い
制
度
と
認
識
し
て
い
る
。

臨 

時
財
政
対
策
債
…
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
の
原
資
が
足
り
な
い

部
分
の
借
入
金
。
借
入
金
の
返

済
時
に
お
い
て
、
元
利
償
還
金

の
全
額
が
基
準
財
政
需
要
額
に

算
入
さ
れ
、
後
年
度
の
地
方
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
。

　　 国の活動に対し積極的に
協力していきたい（内田総務部次長）

　　 適正な債務であるとして
問題はないとされている（立花総務部長）

　 町債（借金）について

Ａ

Ａ

　 地デジ放送に対する
町の考え方は

Ｑ

Ｑ

総 務 部 門

　
事
業
の
見
直
し
等
で
、
新

規
に
使
え
る
額
は
ど
れ
ぐ
ら

い
出
て
き
た
か
。

　
ま
た
、
国
の
予
算
が
決
定

さ
れ
な
い
中
、
今
後
交
付
金

に
も
差
額
が
発
生
す
る
と
思

う
が
、
そ
の
点
も
説
明
願
い

た
い
。

Ｑ
Ａ

　　男女共同参画宣言の町に
　　女性課長が３年間不在

Ａ

Ｑ

　　　平成 23年度から
　　新たに女性課長を任命したい（三村町長）

　
平
成
20
年
12
月
に
男
女

共
同
参
画
宣
言
の
町
を
制
定

し
た
が
、
町
で
は
３
年
前
か

ら
女
性
職
員
の
課
長
が
登
用

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
女

性
職
員
の
課
長
へ
の
昇
任
予

定
は
。

Ｑ
Ａ

山野議員

　　予算について

Ａ

Ｑ

　　　新たな財源確保の対策として補助金や
　　交付金の活用・獲得に努めている（三村町長）

渡議員

▲学校支援臨時的事業は県の基金事業補助金を活用


